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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 16,103 44.8 2,644 ― 2,571 ― 1,959 ―

22年3月期第3四半期 11,123 △25.1 △80 ― △286 ― △387 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 79.14 ―

22年3月期第3四半期 △15.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 33,784 24,442 72.3 987.32
22年3月期 32,158 22,864 71.1 923.45

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  24,442百万円 22年3月期  22,864百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00
23年3月期 ― 4.00 ―

23年3月期 
（予想）

4.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 31.0 2,900 603.6 2,900 ― 2,100 ― 84.82



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、世界経済・競合状況・為替の変動等に関わるリスクなどがありますが、業績に影響を与える
要因はこれらに限定されるものではありません。 
なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P3「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 25,042,406株 22年3月期  25,042,406株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  285,961株 22年3月期  282,738株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 24,757,843株 22年3月期3Q  24,760,384株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、海外経済の回復を受けた輸出の拡大や緊急経済対策等が功を奏し、

一部に持ち直しの動きが見られたものの、消費刺激策の反動減懸念に加え、円高、デフレの進行など企業業績に与

える不安材料も多く、景気の先行きは依然として不透明感ただよう状況で推移しました。 

  

 このような環境の中、産業機器関連事業のシール製品は設備投資の下げ止まりや海外需要の積極的な取り込みに

努めたことにより、また電子機器関連事業の半導体・液晶製造装置関連業界向けピラフロン製品は半導体市況の活

況を受け、売上高、利益とも前年同期を上回ることができました。 

  

 この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高161億３百万円（前年同期比44.8％

増）、経常利益25億71百万円（前年同期は経常損失２億86百万円）、四半期純利益19億59百万円（前年同期は四半

期純損失３億87百万円）となりました。 

  

 連結売上高をセグメント別に見ますと、産業機器関連事業は79億41百万円、電子機器関連事業は80億94百万円、

その他部門（不動産賃貸）は67百万円となりました。 

 また、営業利益のセグメント別につきましては、産業機器関連事業は14億10百万円、電子機器関連事業は11億98

百万円、その他部門（不動産賃貸）は34百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権の増加等により前期末比16億25百万円増の337億84百万円と

なりました。また、有利子負債（リース債務は除く）は、前期末比４億98百万円減の28億58百万円となりました。

純資産は、四半期純利益等により前期末比15億78百万円増の244億42百万円となり、自己資本比率は72.3％（前期

末は71.1％）となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第３四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローは税

金等調整前四半期純利益26億２百万円等により10億22百万円（前年同期は12億95百万円）となり、投資活動による

キャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出２億円等により△２億４百万円（前年同期は△30億

28百万円）となりました。また、財務活動によるキャッシュ・フローは長期借入金の返済による支出４億98百万円

等により△７億21百万円（前年同期は７億20百万円）となりました。 

 その結果、現金及び現金同等物は前期末比26百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末残高は44億13百万円と

なりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想は、現時点において決算発表時（平成22年11月４日）に公表いたしました通期の業績予想に変更は

ありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

税金費用の計算  

連結子会社における四半期財務諸表の税金費用の計算については、税引前四半期純利益に前年度の損益計算書

における税効果会計適用後の法人税等の負担率を乗じて計算する方法を採用しております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準の適用」  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を

適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は61百万円減少しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は61百万円であります。 

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,557 5,580

受取手形及び売掛金（純額） 10,484 8,183

商品及び製品 631 509

仕掛品 1,150 906

原材料及び貯蔵品 665 437

その他 297 392

流動資産合計 18,787 16,010

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,145 7,579

機械装置及び運搬具（純額） 1,584 1,870

土地 3,718 3,718

その他（純額） 228 310

有形固定資産合計 12,677 13,478

無形固定資産 60 77

投資その他の資産 2,258 2,592

固定資産合計 14,996 16,148

資産合計 33,784 32,158

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,292 2,529

短期借入金 868 888

未払法人税等 349 95

賞与引当金 221 433

その他 1,204 1,053

流動負債合計 5,936 5,001

固定負債   

長期借入金 1,965 2,443

退職給付引当金 1,111 1,558

資産除去債務 60 －

その他 267 290

固定負債合計 3,405 4,292

負債合計 9,341 9,294
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,966 4,966

資本剰余金 5,190 5,190

利益剰余金 14,169 12,408

自己株式 △139 △137

株主資本合計 24,187 22,427

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 431 561

為替換算調整勘定 △176 △124

評価・換算差額等合計 255 436

純資産合計 24,442 22,864

負債純資産合計 33,784 32,158
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 11,123 16,103

売上原価 8,346 10,538

売上総利益 2,776 5,564

販売費及び一般管理費 2,857 2,919

営業利益又は営業損失（△） △80 2,644

営業外収益   

受取配当金 26 52

その他 52 40

営業外収益合計 78 92

営業外費用   

支払利息 40 38

為替差損 － 123

減価償却費 169 －

その他 74 4

営業外費用合計 284 166

経常利益又は経常損失（△） △286 2,571

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1 6

補助金収入 91 22

退職給付制度改定益 － 86

特別利益合計 93 115

特別損失   

固定資産除却損 12 －

投資有価証券評価損 － 23

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61

特別損失合計 12 84

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△205 2,602

法人税、住民税及び事業税 136 412

法人税等調整額 45 230

法人税等合計 181 642

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,959

四半期純利益又は四半期純損失（△） △387 1,959
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△205 2,602

減価償却費 1,203 990

賞与引当金の増減額（△は減少） △241 △212

退職給付引当金の増減額（△は減少） 149 △446

受取利息及び受取配当金 △29 △54

支払利息 40 38

投資有価証券評価損益（△は益） － 23

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 61

売上債権の増減額（△は増加） △108 △2,286

たな卸資産の増減額（△は増加） △208 △609

仕入債務の増減額（△は減少） 380 774

その他 304 270

小計 1,285 1,150

利息及び配当金の受取額 29 54

利息の支払額 △41 △36

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 22 △145

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,295 1,022

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,040 △200

その他 12 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,028 △204

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 1,230 －

長期借入金の返済による支出 △465 △498

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △0 △196

その他 △43 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー 720 △721

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44 △124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,056 △26

現金及び現金同等物の期首残高 4,905 4,440

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

74 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,923 4,413
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該当事項はありません。 

   

１．報告セグメントの概要 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、産業機器関連市場、電子機器関連市場について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開していることから、「産業機器関連事業」及び「電子機器関連事業」の２つを報告セグメントとしており

ます。 

 なお、「産業機器関連事業」はシール関連製品等を生産・販売しており、「電子機器関連事業」は主にピラ

フロン製品等樹脂関連製品を生産・販売しております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）                

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を

含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去４百万円及び棚卸資産の調整額

△３百万円であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

    （追加情報） 

     第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

   

該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

産業機器 
関連 

電子機器
関連 

計

売上高               

外部顧客への売

上高 
 7,941  8,094  16,036  67  16,103 －  16,103

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 1,878  1,407  3,285  12  3,298  △3,298 － 

計  9,820  9,501  19,321  79  19,401  △3,298  16,103

セグメント利益  1,410  1,198  2,608  34  2,643  1  2,644

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（表示方法の変更）   

    

（７）その他注記情報

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日至 平成22年12月31日） 

 （四半期連結損益計算書関係） 

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

２．前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、営業

外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。 

  なお、前第３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」の金額は54百万円でありま

す。 

  

 （四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

１．前第３四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「自己株式の取得による支出」は、当第３四半期連

結累計期間において、金額的重要性が乏しくなった為、財務活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表

示することとしました。  

  なお、当第３四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれている「自己株式の

取得による支出」の金額は△１百万円であります。  
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